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宿泊施設か
ら申請

消防機関が基
準に適合してい
るか審査

基準に適合して
いる場合に交
付

筑紫野太宰府管内の駅舎で
火災予防の呼びかけを行いました

火災予防にご協力を ！ 【西鉄都府楼前駅】

【ＪＲ二日市駅】
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筑紫野太宰府消防本部

　平成３０年４月２８日（土）に太宰府市高雄の高雄川に女性
が転落しました。付近の畑で作業をしていた壇和人さんが転落
した女性に気付き河川内に入り、意識朦朧状態である女性の
顔が水に浸からないように体勢を保持し、出血に対する止血処
置と周囲の人に救出のために梯子を持ってくるように指示を出
しました。この人命救助の功績を称え感謝状を贈りました。

　平成３０年４月２日（月）に筑紫野市二日市北のイオン二日市
店内で男性客が突然心肺停止となりました。イオン二日市店５
名の職員の方々により１１９番通報及びＡＥＤを用いた心肺蘇
生法が実施された結果、呼吸、脈拍が再開し、後遺症も残さず
社会復帰されました。人命救護に尽力された功績を称え感謝
状を贈りました。

平成３０年７月１７日に筑紫野消防署にて、継続して防火安全に関する基準
に適合しているとして、大丸別荘に適マーク（金）の交付式が行われました。
「適マーク」とは？（任意の申請による制度）
交付を希望する宿泊施設から申請があった場合に、消防機関が審査を行

い、基準に適合していると認められる場合に交付されるものです。　　　　　
利用者は、「適マーク」を目印として、安心・安全な宿泊施設を選択できます。
適マークの確認方法として、宿泊施設のホームページや宿泊施設を管轄する
消防機関、市町村のホームページなどにも掲載されている場合がありますので
確認してみましょう！

【（中央）山本 明良さん、（右）安井 和明さん】
やまもと あき  ら        　　　　やす い   かずあき

【（左）壇 和人さん】
だん かずと

当消防本部で初 ！ ！
適マーク（金）が大丸別荘に交付されました

【（右）大丸別荘 山田 眞さん】
やまだ まこと

【 消防の広場の様子】
【だざいふ遊園地での消火器体験】

【筑紫野市・太宰府市で実施した街頭広報の様子】

街頭広報 【イオンモール筑紫野での梯子車搭乗体験】

家族、親せき、友人の安否情
報がわからない！どこにいる
のかもわからない！

携帯電話の充電が
できなかったら？

避難場所はどこ？

非常用の持
ち出し品は
何がいる ！ ？

９
月
１
日
の
防
災
の
日
に
、太
宰
府
市・筑
紫
野
市
合
同

総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。市
民
の
皆
さ
ま
を

は
じ
め
多
く
の
関
係
機
関
が
参
加
し
た
訓
練
と
な
り
ま

し
た
。

近
年
、大
規
模
な
自
然
災
害

が
発
生
し
、私
た
ち
の
住
む
地

域
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、道
路
状
況
の
悪
化
に
よ
り

緊
急
車
両
の
進
入
が
で
き
な

い
、多
数
の
要
請
が
あ
る
た
め

消
防
、警
察
、自
衛
隊
な
ど
公

的
機
関
が
す
ぐ
に
か
け
つ
け
ら

れ
な
い
等
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。防
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

防
災
の
日
〜
自
助
・
共
助
の
大
切
さ
〜

備
え
よ
う
！
災
害
対
策

★
避
難
所
・
安
否
情
報
の
確
認
★

太
宰
府
消
防
署

署
長
表
彰

筑
紫
野
消
防
署

署
長
表
彰

≪適マークの申請・交付の流れ≫

空気が乾燥し火災が発生しやすい季節を迎えるにあたり、火災予防思想の一層の普及を図るために、火災予防を目
的とした啓発活動を行いました。年末年始に向けて引き続き火の取り扱いには注意して、火災の予防に努めましょう ！

９
月
１
日
の
防
災
の
日
は

関
東
大
震
災
が
発
生
し

た
日
で
あ
る
と
と
も
に
、

昭
和
３４
年
の
伊
勢
湾
台

風
を
契
機
に
、地
震
や
風

水
害
等
に
対
す
る
防
災

意
識
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
、携
帯
電
話
の
予
備
バ
ッ
テ
リ
ー
を
準
備
し

ま
し
ょ
う
。様
々
な
情
報
が
確
認
で
き
る
貴

重
な
情
報
源
で
す
！

ニ
、災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１
を
活
用
し

て
、家
族
や
友
人
の
安
否
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

三
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を
活
用
し
て
避
難
場

所
の
確
認
と
、実
際
に
地
図
を
持
っ
て
避
難

所
ま
で
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

★
、ご
紹
介
し
た
備
え
は
、ご
く
一
部
で
す
。他

に
何
が
必
要
か
今
一
度
、ご
家
族
で
検
討
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

防
災
豆
知
識

簡単にできる災害への備え

P6_4cP1_4c
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適マーク(銀) 適マーク(金)

３年間継続して
基準に適合

　　　　　

秋の火災予防運動



「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」と
は
、本
年
６
月

28
日
か
ら
７
月
８
日
に
か
け
て
、西
日
本
を
中

心
に
全
国
的
に
広
い
範
囲
で
記
録
さ
れ
た
台

風
７
号
及
び
梅
雨
前
線
の
影
響
に
よ
る
集
中

豪
雨
の
こ
と
で
す
。

こ
の
豪
雨
に
よ
り
、７
月
６
日
17
時
10
分
の

福
岡
、佐
賀
、長
崎
の
３
県
を
始
め
と
し
て
、以

降
広
島
、岡
山
、鳥
取
、京
都
、兵
庫
、岐
阜
、高

知
、愛
媛
と
計
１１
府
県
で
大
雨
特
別
警
報
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
豪
雨
は
各
地
で
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
、特
に
西
日
本
を
中
心
に
多
く
の
河
川
の

氾
濫
や
浸
水
害
、土
砂
災
害
が
起
こ
り
、死
者

行
方
不
明
者
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。

当
管
内
で
も
、浸
水
害
や
土
砂
災
害
が
至

る
と
こ
ろ
で
発
生
し
、１
名
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
ま
し
た
。現
在
も
法
面
が
シ
ー
ト
で
覆
わ
れ

て
い
る
箇
所
が
多
数
あ
り
、豪
雨
の
爪
痕
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

去
年
も
福
岡
県
朝
倉
市
を
中
心
と
し
た

九
州
北
部
豪
雨
が
発
生
し
、近
年
日
本
各
地

で
大
規
模
な
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
ま

す
。災
害
か
ら
自
分
の
命
そ
し
て
大
切
な
方
の

命
を
守
る
た
め
に
も
、自
分
の
で
き
る
こ
と
か

ら
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

「
平
成
３０
年
７
月
豪
雨
」災
害
概
要

緊
急
消
防
援
助
隊
出
動　

活
動
報
告

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に 

・・・

災
害
現
場（
筑
紫
野
市
原
田
）

広
島
県　

被
害
状
況

福
岡
県
大
隊　

活
動
状
況

土
砂
災
害
の
種
類

前
兆

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
伴
い
当
消
防
本
部
は
、

７
月
24
日
の
第
一
次
派
遣
か
ら
第
三
次
派
遣
終
了
の
８

月
１
日
ま
で
、
緊
急
消
防
援
助
隊
の
福
岡
県
大
隊
と
し

て
、
広
島
県
で
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

緊
急
消
防
援
助
隊
と
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教

訓
に
、
全
国
の
消
防
機
関
に
よ
る
応
援
を
速
や
か
に
実

施
す
る
た
め
、
平
成
７
年
度
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で

す
。
近
年
で
は
、
熊
本
地
震
や
平
成
29
年
九
州
北
部
豪

雨
に
も
出
動
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
回
、
当
消
防
本
部
が
派
遣
さ
れ
た
広
島
県

で
の
活
動
内
容
は
、
福
岡
県
大
隊
の
後
方
支
援
中
隊
長

と
し
て
現
地
で
救
助
活
動
や
行
方
不
明
者
捜
索
活
動
を

行
っ
て
い
る
福
岡
県
大
隊
の
後
方
支
援
活
動
（
食
事
の

準
備
、
テ
ン
ト
設
営
等
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
消
防
本
部
の
垣
根
を
越
え
て
福
岡
県
大

隊
及
び
全
国
の
消
防
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
活
動
を
実

施
し
た
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

最
後
に
、
ま
だ
広
島
県
を
中
心
と
し
た
被
災
地
に
は

豪
雨
の
爪
痕
が
多
数
残
さ
れ
て
お
り
、
避
難
所
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
そ
の
方
々
が
一
日

も
早
く
災
害
発
生
前
の
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
て
い

た
生
活
に
戻
る
こ
と
を
消
防
職
員
全
員
が
切
に
願
っ
て

い
ま
す
。

土
砂
災
害
に
限
ら
ず
、災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、第
一
に
避
難
す
る
こ
と
を

心
掛
け
て
下
さ
い
！
避
難
は
動
き
や
す
い
格
好
で
２
人
以
上
が
望
ま
し
い
で
す
。

「
避
難
す
る
」と
い
う
行
動
への
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

詳
細
な
情
報
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
検
索
、筑
紫
野・太
宰
府
両
市
に
配
置
し

て
い
る
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
に
は
土
砂
災
害
危

険
箇
所
等
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。情
報
収
集
は
災
害
への
準
備
の
一
つ
で
す
。災

害
か
ら
自
分
の
命
そ
し
て
大
切
な
方
の
命
を
守
る
た
め
に
も
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
は
時
間
と
場
所
を
選
び
ま
せ
ん
。大
雨
を
始
め
、地
震
、台
風
、土
砂
災

害
等
への
日
頃
か
ら
の
備
え
が
重
要
で
す
。

皆
さ
ん
は
、も
し
も
の
時
の
た
め
に
備
え
て
い
ま
す
か
？
こ
こ
か
ら
は
、大
雨
で

発
生
が
懸
念
さ
れ
る
土
砂
災
害
の
種
類
と
前
兆
現
象
を
紹
介
し
ま
す
。

県や市が指定した危険個
所と避難場所を確認する

非常用持出袋の準備

P2_2cP5_2c
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！危険！

「平成３０年７月豪雨」災害発生

天気予報や気象情報に
注意する

高齢者や体の不自由な
方に気を配る



3

浴槽の事故は、月別
に見ると、11月～3
月にかけてが多く、
全体の約７割を占
めています。

身を守る対策！

入浴時の注意事項！

★住宅用火災警報器は条例で設置が義務付けられています。
★設置したら、定期的な作動確認を行い、電池切れの場合は 
　交換しましょう！ 

燃え広がらせない ¡



平
成
30
年
７
月
12
日（
木
）に
太
宰
府
天

満
宮
幼
稚
園
児
１
１
９
名
に
対
し
花
火
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。

花
火
教
室
は
、花
火
の
危
険
性
を
十
分
に

理
解
し
て
も
ら
う
と
共
に
、正
し
い
使
用
方
法

を
指
導
す
る
こ
と
で
、事
故
の
防
止
を
図
る
こ

と
を
目
的
し
て
い
ま
す
。園
児
達
は
、実
際
に

お
も
ち
ゃ
花
火
を
使
用
し
、体
験
を
交
え
な

が
ら
学
び
ま
し
た
。楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ

ん
残
し
て
も
ら
え
る
よ
う
今
後
も
お
も
ち
ゃ

花
火
教
室
を
開
催
し
て
行
き
ま
す
。

平
成
30
年
８
月
23
日（
木
）筑
紫
野
市
太
宰
府
市
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員

が
夏
季
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。少
年
消
防
ク
ラ
ブ
夏
季
研
修
と
は
ク
ラ

ブ
員
と
し
て
の
必
要
な
技
術
の
習
得
、共
同
生
活
を
通
じ
た
集
団
行
動
の

ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、ク
ラ
ブ
員
同
士
の
交
流
を
図
る
も
の
で

す
。今
回
の
研
修
で
は
応
急
手
当
や
心
肺
蘇
生
法
を
学
び
、水
消
火
器
を

使
っ
た
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。猛
暑
の
中
に
も
関
わ
ら
ず
、元
気
よ
く

訓
練
に
取
り
組
む
姿
に
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

筑
紫
野
市
消
防
団
は
昨
年
行
わ
れ
た
筑
紫
地
区
消
防
操
法
大
会
で
勝

ち
抜
き
、平
成
30
年
７
月
22
日（
日
）福
岡
県
消
防
学
校（
嘉
麻
市
）で
開
催

さ
れ
た
第
25
回
福
岡
県
消
防
操
法
大
会
に
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
で
出
場
し

ま
し
た
。入
賞
は
惜
し
く
も
逃
し
ま
し
た
が
、４
月
か
ら
行
な
っ
て
き
た
訓

練
の
成
果
を
発
揮
し
白
熱
し
た
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
筑
紫
野
市
・
太
宰
府
市

　
　
　
　
　
　
　
　
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
夏
季
研
修

第
25
回
福
岡
県
消
防
操
法
大
会
出
場

お
も
ち
ゃ
花
火
教
室
を

　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た
！

第
30
回
屋
内
消
火
栓
操
法
大
会
開
催

毛布を使った搬送訓練

水消火器による消火訓練

もっと
速くっ

消火～

男性の部　優勝
筑紫野市役所Ａ消

防
長
表
彰

女性の部　優勝
福岡大学筑紫病院

筑紫農業協同組合

株式会社福岡ヤクルト工場
平
成
30
年
10
月
27
日（
土
）カ
ミ
ー
リ
ヤ
に
て
第
30
回
屋
内
消
火
栓
操
法
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
大
会
は
屋
内
消
火
栓
を
使
用
し
、放
水
で
標
的

を
倒
す
ま
で
を
競
う
も
の
で
、初
期
消
火
体
制
の
強
化
・
自
主
防
災
意
識
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。30
回
目
を
迎
え
る
今
大
会
に
お
い
て
、多

く
の
事
業
所
が
参
加
さ
れ
、訓
練
を
重
ね
て
磨
き
上
げ
た
安
全
性
・
確
実
性
・

迅
速
性
を
競
い
ま
し
た
。

火
災
予
防
思
想
の
普
及
向
上
に
理
解
を
示
さ
れ
、第
１

回
大
会
か
ら
今
大
会
に
至
る
ま
で
の
間
、積
極
的
に
出
場

を
さ
れ
て
い
る
株
式
会
社
福
岡
ヤ
ク
ル
ト
工
場
、筑
紫
農
業
協
同
組
合
に
対

し
、感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

【
参
加
事
業
所
名
】（
申
し
込
み
順
）

　

日
本
た
ば
こ
産
業
㈱
九
州
工
場
・
介
護
老
人
保
健
施
設
く
す
の
郷
・Ｊ
Ａ
全
農

ミ
ー
ト
フ
ー
ズ・イ
オ
ン
モ
ー
ル
筑
紫
野
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
双
葉
・
済
生
会
二
日
市
病

院
・
株
式
会
社
福
岡
ヤ
ク
ル
ト
工
場
・サ
ン
ケ
ア
太
宰
府
・
太
宰
府
市
役
所
・
筑
紫
農

業
協
同
組
合
・
筑
紫
野
市
役
所
・
福
岡
大
学
筑
紫
病
院
・ゆ
め
タ
ウ
ン
筑
紫
野

優　

勝

準
優
勝

第
３
位

筑
紫
野
市
役
所
Ａ

筑
紫
野
市
役
所
Ｂ

養
護
老
人
ホ
ー
ム
双
葉

【
男
子
の
部
】

優　

勝

準
優
勝

第
３
位

福
岡
大
学
筑
紫
病
院

筑
紫
野
市
役
所

サ
ン
ケ
ア
太
宰
府

【
女
子
の
部
】

4

太宰府天満宮幼稚園の皆さん



「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」と
は
、本
年
６
月

28
日
か
ら
７
月
８
日
に
か
け
て
、西
日
本
を
中

心
に
全
国
的
に
広
い
範
囲
で
記
録
さ
れ
た
台

風
７
号
及
び
梅
雨
前
線
の
影
響
に
よ
る
集
中

豪
雨
の
こ
と
で
す
。

こ
の
豪
雨
に
よ
り
、７
月
６
日
17
時
10
分
の

福
岡
、佐
賀
、長
崎
の
３
県
を
始
め
と
し
て
、以

降
広
島
、岡
山
、鳥
取
、京
都
、兵
庫
、岐
阜
、高

知
、愛
媛
と
計
１１
府
県
で
大
雨
特
別
警
報
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
豪
雨
は
各
地
で
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
、特
に
西
日
本
を
中
心
に
多
く
の
河
川
の

氾
濫
や
浸
水
害
、土
砂
災
害
が
起
こ
り
、死
者

行
方
不
明
者
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。

当
管
内
で
も
、浸
水
害
や
土
砂
災
害
が
至

る
と
こ
ろ
で
発
生
し
、１
名
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
ま
し
た
。現
在
も
法
面
が
シ
ー
ト
で
覆
わ
れ

て
い
る
箇
所
が
多
数
あ
り
、豪
雨
の
爪
痕
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

去
年
も
福
岡
県
朝
倉
市
を
中
心
と
し
た

九
州
北
部
豪
雨
が
発
生
し
、近
年
日
本
各
地

で
大
規
模
な
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
ま

す
。災
害
か
ら
自
分
の
命
そ
し
て
大
切
な
方
の

命
を
守
る
た
め
に
も
、自
分
の
で
き
る
こ
と
か

ら
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

「
平
成
３０
年
７
月
豪
雨
」災
害
概
要

緊
急
消
防
援
助
隊
出
動　

活
動
報
告

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に 

・・・

災
害
現
場（
筑
紫
野
市
原
田
）

広
島
県　

被
害
状
況

福
岡
県
大
隊　

活
動
状
況

土
砂
災
害
の
種
類

前
兆

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
伴
い
当
消
防
本
部
は
、

７
月
24
日
の
第
一
次
派
遣
か
ら
第
三
次
派
遣
終
了
の
８

月
１
日
ま
で
、
緊
急
消
防
援
助
隊
の
福
岡
県
大
隊
と
し

て
、
広
島
県
で
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

緊
急
消
防
援
助
隊
と
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教

訓
に
、
全
国
の
消
防
機
関
に
よ
る
応
援
を
速
や
か
に
実

施
す
る
た
め
、
平
成
７
年
度
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で

す
。
近
年
で
は
、
熊
本
地
震
や
平
成
29
年
九
州
北
部
豪

雨
に
も
出
動
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
回
、
当
消
防
本
部
が
派
遣
さ
れ
た
広
島
県

で
の
活
動
内
容
は
、
福
岡
県
大
隊
の
後
方
支
援
中
隊
長

と
し
て
現
地
で
救
助
活
動
や
行
方
不
明
者
捜
索
活
動
を

行
っ
て
い
る
福
岡
県
大
隊
の
後
方
支
援
活
動
（
食
事
の

準
備
、
テ
ン
ト
設
営
等
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
消
防
本
部
の
垣
根
を
越
え
て
福
岡
県
大

隊
及
び
全
国
の
消
防
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
活
動
を
実

施
し
た
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

最
後
に
、
ま
だ
広
島
県
を
中
心
と
し
た
被
災
地
に
は

豪
雨
の
爪
痕
が
多
数
残
さ
れ
て
お
り
、
避
難
所
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
そ
の
方
々
が
一
日

も
早
く
災
害
発
生
前
の
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
て
い

た
生
活
に
戻
る
こ
と
を
消
防
職
員
全
員
が
切
に
願
っ
て

い
ま
す
。

土
砂
災
害
に
限
ら
ず
、災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、第
一
に
避
難
す
る
こ
と
を

心
掛
け
て
下
さ
い
！
避
難
は
動
き
や
す
い
格
好
で
２
人
以
上
が
望
ま
し
い
で
す
。

「
避
難
す
る
」と
い
う
行
動
への
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

詳
細
な
情
報
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
検
索
、筑
紫
野・太
宰
府
両
市
に
配
置
し

て
い
る
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
に
は
土
砂
災
害
危

険
箇
所
等
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。情
報
収
集
は
災
害
への
準
備
の
一
つ
で
す
。災

害
か
ら
自
分
の
命
そ
し
て
大
切
な
方
の
命
を
守
る
た
め
に
も
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
は
時
間
と
場
所
を
選
び
ま
せ
ん
。大
雨
を
始
め
、地
震
、台
風
、土
砂
災

害
等
への
日
頃
か
ら
の
備
え
が
重
要
で
す
。

皆
さ
ん
は
、も
し
も
の
時
の
た
め
に
備
え
て
い
ま
す
か
？
こ
こ
か
ら
は
、大
雨
で

発
生
が
懸
念
さ
れ
る
土
砂
災
害
の
種
類
と
前
兆
現
象
を
紹
介
し
ま
す
。

県や市が指定した危険個
所と避難場所を確認する

非常用持出袋の準備

P2_2cP5_2c

5 2

！危険！

「平成３０年７月豪雨」災害発生

天気予報や気象情報に
注意する

高齢者や体の不自由な
方に気を配る
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印
刷
　
大
成
印
刷
株
式
会
社

宿泊施設か
ら申請

消防機関が基
準に適合してい
るか審査

基準に適合して
いる場合に交
付

筑紫野太宰府管内の駅舎で
火災予防の呼びかけを行いました

火災予防にご協力を ！ 【西鉄都府楼前駅】

【ＪＲ二日市駅】

2018
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筑紫野太宰府消防本部

　平成３０年４月２８日（土）に太宰府市高雄の高雄川に女性
が転落しました。付近の畑で作業をしていた壇和人さんが転落
した女性に気付き河川内に入り、意識朦朧状態である女性の
顔が水に浸からないように体勢を保持し、出血に対する止血処
置と周囲の人に救出のために梯子を持ってくるように指示を出
しました。この人命救助の功績を称え感謝状を贈りました。

　平成３０年４月２日（月）に筑紫野市二日市北のイオン二日市
店内で男性客が突然心肺停止となりました。イオン二日市店５
名の職員の方々により１１９番通報及びＡＥＤを用いた心肺蘇
生法が実施された結果、呼吸、脈拍が再開し、後遺症も残さず
社会復帰されました。人命救護に尽力された功績を称え感謝
状を贈りました。

平成３０年７月１７日に筑紫野消防署にて、継続して防火安全に関する基準
に適合しているとして、大丸別荘に適マーク（金）の交付式が行われました。
「適マーク」とは？（任意の申請による制度）
交付を希望する宿泊施設から申請があった場合に、消防機関が審査を行

い、基準に適合していると認められる場合に交付されるものです。　　　　　
利用者は、「適マーク」を目印として、安心・安全な宿泊施設を選択できます。
適マークの確認方法として、宿泊施設のホームページや宿泊施設を管轄する
消防機関、市町村のホームページなどにも掲載されている場合がありますので
確認してみましょう！

【（中央）山本 明良さん、（右）安井 和明さん】
やまもと あき  ら        　　　　やす い   かずあき

【（左）壇 和人さん】
だん かずと

当消防本部で初 ！ ！
適マーク（金）が大丸別荘に交付されました

【（右）大丸別荘 山田 眞さん】
やまだ まこと

【 消防の広場の様子】
【だざいふ遊園地での消火器体験】

【筑紫野市・太宰府市で実施した街頭広報の様子】

街頭広報 【イオンモール筑紫野での梯子車搭乗体験】

家族、親せき、友人の安否情
報がわからない！どこにいる
のかもわからない！

携帯電話の充電が
できなかったら？

避難場所はどこ？

非常用の持
ち出し品は
何がいる ！ ？

９
月
１
日
の
防
災
の
日
に
、太
宰
府
市・筑
紫
野
市
合
同

総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。市
民
の
皆
さ
ま
を

は
じ
め
多
く
の
関
係
機
関
が
参
加
し
た
訓
練
と
な
り
ま

し
た
。

近
年
、大
規
模
な
自
然
災
害

が
発
生
し
、私
た
ち
の
住
む
地

域
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、道
路
状
況
の
悪
化
に
よ
り

緊
急
車
両
の
進
入
が
で
き
な

い
、多
数
の
要
請
が
あ
る
た
め

消
防
、警
察
、自
衛
隊
な
ど
公

的
機
関
が
す
ぐ
に
か
け
つ
け
ら

れ
な
い
等
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。防
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

防
災
の
日
〜
自
助
・
共
助
の
大
切
さ
〜

備
え
よ
う
！
災
害
対
策

★
避
難
所
・
安
否
情
報
の
確
認
★

太
宰
府
消
防
署

署
長
表
彰

筑
紫
野
消
防
署

署
長
表
彰

≪適マークの申請・交付の流れ≫

空気が乾燥し火災が発生しやすい季節を迎えるにあたり、火災予防思想の一層の普及を図るために、火災予防を目
的とした啓発活動を行いました。年末年始に向けて引き続き火の取り扱いには注意して、火災の予防に努めましょう ！

９
月
１
日
の
防
災
の
日
は

関
東
大
震
災
が
発
生
し

た
日
で
あ
る
と
と
も
に
、

昭
和
３４
年
の
伊
勢
湾
台

風
を
契
機
に
、地
震
や
風

水
害
等
に
対
す
る
防
災

意
識
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
、携
帯
電
話
の
予
備
バ
ッ
テ
リ
ー
を
準
備
し

ま
し
ょ
う
。様
々
な
情
報
が
確
認
で
き
る
貴

重
な
情
報
源
で
す
！

ニ
、災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１
を
活
用
し

て
、家
族
や
友
人
の
安
否
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

三
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を
活
用
し
て
避
難
場

所
の
確
認
と
、実
際
に
地
図
を
持
っ
て
避
難

所
ま
で
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

★
、ご
紹
介
し
た
備
え
は
、ご
く
一
部
で
す
。他

に
何
が
必
要
か
今
一
度
、ご
家
族
で
検
討
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

防
災
豆
知
識

簡単にできる災害への備え

P6_4cP1_4c
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適マーク(銀) 適マーク(金)

３年間継続して
基準に適合

　　　　　

秋の火災予防運動




